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はじめに
低炭素・脱炭素化を目的に電気自動車（以下 ）の導

入拡大が進んでいる。一方、大規模自然災害での停電の

記憶も新しく、エネルギーレジリエンスへの関心が高ま

っている。筆者らは、 を用いて停電地域へ電力を輸送

する 仮想配電線の実証実験を金沢工業大学白山麓キ

ャンパスにて実施したため、その内容について報告する。

仮想配電線による電力輸送実証実験
実証実験の内容：

実証実験では、 、定置型蓄電池（以下 ）、太陽光

発電（以下 ）で給電し、 からの給電を優先して自立

運転を行った。 からの給電がなく、 、 から給電

可能な場合は、 からの給電が優先される。 は 台で

実施し、白山麓キャンパス内のコテージを使用、負荷は

以下とした。実証実験の使用機器の仕様を表 に示

す。前年度は、 のみで翌朝までコテージに給電でき、

日の出以降は で給電できていることから天候を考慮

した の運行計画を立てる必要があると考えた。

そこで、今回はシミュレーションにより 運行計画

を作成した（表 ）。シミュレーションによる の

推移を図 にを示す。予報では 日間天候が良く、 か

らの給電が多いと予想し、 、 日目は 時から 時ま

で から給電を行い、 日目は 時で実証実験が終了

するため からの給電が見込めるため、 の運行をし

ない予想となった。

実証実験の結果：

日間の の結果を図 に示す。シミュレーシ

ョンにより得られた の運行計画を参考にしながら実

験を行った。 日目は 時頃から の給電があり、 時

過ぎに が満充電になっている。 時 分に の発

電がなくなったため から給電を始め、 時 分に

からの給電を終了した。 日目は 時 分頃から の

給電があり 時過ぎに が満充電になっている。

時 分に の発電がなくなったため から給電を始

め、 時 分に からの給電を終了した。 日目は晴

れていて、 の発電量が多かったため、 の運行はしな

かった。シミュレーションの 推移と実験結果の

推移がほぼ同じ結果となり、シミュレーションの精度を

確認できた。

まとめ
今回の実証実験では、前年度の実証実験での課題を解

決するため、事前にシミュレーションを行うことで

の運行の計画を作成した。今後発生する自然災害によっ

ては停電は今回よりさらに長期間なることが予想される

ため、より長期的な運行計画の立て方について研究を行

っていく必要があると考える。
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